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○玉田 和也 

学（連） 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナン

ス教育センター長 
林 和彦 

事務局 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元 
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◎：部会長 ○：副部会長 
議事次第 

 

１．はじめに   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也  

２．部会長挨拶 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底 成智 様  

３．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）開催概要（報告） 

４．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）の評価・検証について（審議） 

５．まとめ  

６．その他（今後の予定，事務連絡等）  

以上 

 



  
写真1 田底部会長挨拶          写真2 玉田副部会長（事業責任者）挨拶 

 

 

 

 

写真3  Zoomミーティング画面 

 

 

 

実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和３年度第１回）議 事 録 

                       日時：令和３年６月２５日（金）10:30～12:00 

                       場所：オンライン（Zoomミーティング） 

 

１．はじめに  舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也  

 

２．部会長挨拶 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 参与 田底 成智 様  

 

３．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）開催概要（報告）  

 高度な実務経験や専門的知識を有する方から多数の応募があり，選考の結果，定員 

１０名のところ，受講者１５名で実証講座を開催することとした。  

 欠席時のフォロー体制含め，８ヵ月の長期プログラムへの配慮がなされている。  

 部会委員には，可能な限りｅラーニングや講習会を体験いただき，評価・検証の観点でご指

導をいただく。  

 eラーニングは，部会委員にIDをお知らせして内容確認いただく方向で検討する。  



 プログラムで使用する教科書（２冊）の部会委員への配布は事務局で検討する。  

 プロパーの高専教員が，実務を身に着けて実務家教員を目指すことも有効だが，本事業では，

実務家が教える技術を修得する方向で取組む。  

 

４．実務家教員育成研修プログラム（2021年度実証講座）の評価・検証について（審議）  

 本部会では，プログラム全体構成やプログラム内容について産官学の立場から大所高所の視

点で評価・検証を行うとともに，講習会のオペレーション等も評価する。  

 各講座（eラーニング，講習会）の評価・検証は，部会委員が分担して実施する。  

 各講座に一人，評価・検証の責任者を設定する。  

 分担講座について，部会委員を対象に希望等アンケート調査を行い，その結果をもとに部会

長と相談の上で決定する。  

 講習会のWEB配信や，オンラインによる評価・検証について検討する。  

 ｅラーニング講座のアンケート項目のうち，ボリュームに関する問いの選択肢“どちらとも

いえない”を“ちょうどよい”に修正する。  

 評価の視点（必要性，有効性，効率性）と，アンケートや評価・検証の項目の紐づけを明確

にする。  

 部会委員の他，学生，講師，受講者間など，多様な視点で評価・検証を行う。  

 プログラム修了者の合否判定や認定審査は，別途専門の審査委員会で行う。  

 プログラムの提出課題等の内容に受講者の個人情報が含まれるため，受講者への連絡メール

アドレスを分ける等，個人情報管理やセキュリティ対策を実施している。  

 個人情報等の取り扱いについては、受講者向けに明文化を図ることとする。  

 

５．まとめ  

 合同会議において，田底部会長より審議結果を報告する。  

 次回の合同会議が年明けとなるため，中間報告も検討する。  

 

６．その他（今後の予定，事務連絡等）  

以上 

 


